
令和 8年度第 1 回分野別分科会 

文化芸術 
 

 

① 分野の定義 

 

◀ 現行計画（令和４〜８年度）の定義 

文化芸術は、「みる（鑑賞・観覧等）」、「する（活動・参加等）」、「ささえる（普及・継承・指導等）」 とを分けて定義づ

けています。なお、文化芸術の主体は広く、性別・年齢・障害の有無等によって様々です。「みる」は、展示物や上演・上映さ

れる作品を観る・聴く・感じることを指し、基本的には「みる」ために自ら会場に出向く活動を伴うものを指しますが、オンライン

視聴等も主体的に「みる」行為にあたり定義の拡大が進んでいます。「する」は、自宅や教室、サークル等での趣味の活動、展

示会・公演等の開催や出展・出演等、自ら行う活動を指し、プロから愛好家（個人・団体）まで、レベル別の視点も含まれ

ますが、体験等の一時的なものではなく、継続して行うことが必要となります。「ささえる」は、子ども達や後進への文化芸術の

継承やボランティア等による指導育成・運営への参加等を指します。 

▼ 

▷ 定義の再確認・検討の視点 

「みる」「する」「ささえる」の活動の相互関係についてどのように捉えるか、また、文化芸術活動への多様な主体の参加促進を図る視

点に関し整理する必要があります。 

 

② 現状と課題 

 

②-1 現行計画（R4〜R8）指標の達成状況 

 

基本 

方針 
指標名 

R 元年度の   

実績値 

R7 年度の     

実績値 

現行計画の   

目標値 

① １年間に文化芸術を鑑賞した人の割合 81.2% 88.1% 83.0% 

② １年間に文化芸術活動をした人の割合 32.4% 34.6% 40.0% 

④ 文京ふるさと歴史館と森鷗外記念館 来館者の展示への満足度 82.3%（R3） 92.7% 90.0% 

 

②-2 現行計画期間（R4〜R8）の主な成果 

 

・「文京区×ちはやふるの世界展」をはじめ、多様で工夫を凝らした企画が多く実施され、質的に高く評価された。 

・文化芸術活動を楽しむ機会の創出において、概ね目標値を上回る成果を上げた。 

・文京ふるさと歴史館と森鷗外記念館は、区民の来訪経験率が R7年度調査において 2割前後にとどまるなど誘客力に課題を

残すものの、展示に関する満足度は 92.7％と高く、優れた事業が展開されている。 

・博物館法の改正（R4）を背景に、教育・まちづくり・観光等の様々な分野で、博物館が外部と連携しつつ地域で価値を発揮す

る機運が高まる中、多様な主体との連携成果が見られる。 
 

  

②-3 現状と課題の構造 

 

「ささえる」活動への参加率を上げるために、「みる」「する」からの展開が期待される。 

 

 

②-4 課題のまとめ 

 

① 文化芸術をする（活動）・みる（鑑賞）・ささえる（普及）機会の創出と環境づくり 

継続的な文化芸術に関する機会の創出と環境づくりが求められている。特に、「する」「ささえる」

は、「みる」を契機とした区民のニーズや不参加の背景を踏まえた支援方策が必要である。 

また、「する」においては、誰もが参加できるインクルーシブな展開など、活動層の厚みを増していく

ための新たな視点からの取組が必要である。 

② 地域にある文化芸術資源の有効活用と区内施設での鑑賞者誘客の強化 

身近な区内の文化芸術資源の活用は、文化芸術に関する活動量の底上げにおいて重要であ

る。区内鑑賞場所への誘客を強化するには、区民のニーズをとらえた企画・情報発信が必要

で、地域の文化財を核とした文化イベント等は、地域への愛着度の醸成の点からも重要であ

る。 

他に、「だれもが文化芸術活動を楽しめる機会の充実」や「文化資源の地域愛着醸成への活用」といった課題も挙げられます。 

 

 

出典：文京区アカデミー推進計画（令和４年度〜令和８年度）／文京区アカデミー推進計画に関する実態調査報告書（令和８年３月） 

「みる」 「する」 「ささえる」 の 相乗的 ・ 循環的な展開

● 鑑賞した 計 88.1% （目標値＋5.1pt）

前回（R元) 81.2%→＋6.9pt

● 映像作品・美術・音楽が上位

● 未充足分野 （鑑賞した ＜ 鑑賞したい）

： 音楽、舞台、伝統芸能 等

みる（鑑賞） ◎ 目標達成

● １年内の活動経験あり 計 34.6%

（目標値▲5.4pt）

何らかのジャンルでの作品創作（12.3％)が最多

●参加しやすくなるために、区への注力期待

・ 「身近な場所で誰もが気軽に」 52.2%

・ 「休日や夜間などの活動機会」 38.3%

・ 「初心者向けの活動機会」 33.9％

する（活動）

●区内での文化的なイベントの企画や

運営への関与経験あり 2.7％

●公共施設での展示やイベントの

ボランティア参加経験あり 1.2％

ささえる（担い手）

つながっている（実線） つながりが弱い・課題あり（破線）

● 芸術鑑賞での区内施設利用

鑑賞した場所 （複数回答での回答率）として

文京シビックホール 22.6％、

区立図書館 15.0%、区内美術館等 12.0%

⇔ 区外の美術館や映画館等の回答率は50％超

● 地域（区内）の文化財を観た経験あり 30.9%

● 鑑賞したい展示や公演などがあった 71.3％

● 家族や友人に誘われた 34.2％

● 時間に余裕があった 29.1％

● 広告・チラシ・テレビ等を見た 22.9％

● 近くに文化施設や映画館があった 16.3％

文化芸術に触れる場所・経験きっかけ

● 文化芸術への関心層 80.4%

女性の関心層：85.9％

男性の関心層：72.3％

● 今後鑑賞したい人 94.2%

30%以上の人が鑑賞したいと回答した分野

音楽、美術、映像作品、舞台、文化財、

建築、伝統芸能

関 心
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